
2025年 2月――就職活動前の絶好の機会 

「ものづくりのまち北九州」で開催される 企業特別体験会 に参加

しませんか？ 

このイベントは、北九州が誇る 29社の先進ものづくり企業 を訪問し、最先端技術を目

の当たりにしながら、自身のキャリアを描くインスピレーションを得る絶好のチャンスで

す。このイベントで将来の夢を描いてください！ 

日本全国でも唯一無二！すごい企業が集積している「ものづくりのまち北九州」が、あな

たの挑戦を待っています。 

今回は８日目の 2 月２7 日に訪問する「日本製鉄九州製鉄所」「サカエ理研工業北九州工

場」「戸畑製作所」の３社を“会議所目線で”ご紹介します！ 

 

訪問企業の最新トピックス  

１． 日本製鉄㈱九州製鉄所 

〈統合による強化〉2020 年 4 月、八幡・大分製

鉄所とチタン事業部光チタン部を統合・再編成し、

九州製鉄所として発足しました。 高機能・高付

加価値商品の製造能力が強化されました。  

〈世界最大級の設備〉最新鋭の技術を駆使した世

界最大級の超大型設備を有し、高品質な鉄鋼製

品の生産を実現しています。  

〈地理的優位性〉アジアの主要都市に近い地理的

条件を活かし、製品輸出の拠点として重要な役割を果たしています。  

〈環境への取り組み〉簡易舗装材「カタマ SP」を開発し、北九州市での道路の防草対策に適

用を開始するなど、環境負荷の低減に貢献しています。  

公式サイトはこちら https://www.nipponsteel.com/works/kyushu/ 

 

２． サカエ理研工業㈱北九州工場 

世界をつねにリードする高精度製品の提供で日

本の自動車産業を支える！ 

〈自動車外装部品製造での一貫生産体制〉

2010 年に北九州市で設立され、成形、めっき、

塗装、組立を一貫して行う最新鋭の生産体制を

確立。プラスチックめっき技術をコアに、自動車

外装部品の高品質な製造を実現しています。 

〈地域密着型の迅速な供給体制〉北部九州の主

要自動車メーカーに向けた安定した部品供給を実現。地域に根差した生産拠点として重

要な役割を担っています。 

https://www.nipponsteel.com/works/kyushu/


〈環境負荷軽減に向けた取り組み〉環境に配慮したクリーンな工場運営を実施し、カーボン

ニュートラルを目指す取り組みを進めています。 

〈グローバル展開の中核〉国内外の生産拠点と連携し、グローバル市場の多様なニーズに

対応。最新設備を活用し、品質と生産効率の両立を図っています。 

公式サイトはこちら https://www.sakaeriken.co.jp/ 

 

３．株式会社戸畑製作所 

〈世界初の高力アルミニウム青銅の鋳造〉1952 年

（昭和 27 年）、当時鋳造が不可能とされていた高力

アルミニウム青銅の鋳造に世界で初めて成功しまし

た。  

〈純銅鋳造技術のパイオニア〉独自の鋳造技術や接

合技術を活かし、純銅製品の製造を可能にしました。 

特に、鉄鋼・非鉄金属精錬業界向けの純銅部材では

国内シェア No.1 を誇ります。  

〈難燃性マグネシウム合金の開発〉環境負荷低減のため、軽量で燃えにくい難燃性マグネシ

ウム合金の開発に成功し、新幹線の内装部材（荷棚受け）に世界で初めて採用されました。  

〈北九州オンリーワン企業の認定〉独創的な製品や技術、サービスを提供する優れた中小

企業として、北九州市から「オンリーワン企業」に認定されています。  

公式サイトはこちら https://www.tobata-s.com/ 

 

 

 

なぜ参加すべきか 

①最先端技術との出会い 

各社の最新技術や取り組みを直接体感し、業界の動向を肌で感じることができます。 

②キャリア形成のヒント 

若手社員やリーダーとの交流を通じて、研究やスキルが現場でどのように活かされている

のかを学べます。 

③効率的な企業訪問 

1 日で 3 社の魅力を一気に知ることができ、業界全体の理解を深める絶好の機会です。 

 

こんな方におすすめ！ 

最先端のものづくり技術を体感したい方 

地元や北九州での就職を考えている学生 

キャリア選択や研究テーマに悩んでいる方 

 

参加申し込みはこちら！ 

https://www.kitakyushucci.or.jp/contact/post-275.html 
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